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研究成果の概要（和文）：本研究では，学習に困難を抱える子どもの読み書きに関する能力の向
上を目指し，ワーキングメモリならびに音韻認識に着目した学習支援の研究を行った。まず，
個人のワーキングメモリのプロフィールを測定するために，オートメーティッド・ワーキング
メモリ・アセスメント（以下 AWMA）の日本語版を作成した（2009 年）。次に，AWMA を用
い，特別支援学級に所属する児童 10 名のワーキングメモリのプロフィールを測定した（2010
年）。次に，英語の活動を週１回，１４カ月（2010 年～2011 年）の長期にわたって実施した。
学習支援プログラムについては，(1) ワーキングメモリの小ささに由来するエラーの軽減 (2) 
ワーキングメモリプロフィールに応じた支援 (3) 音韻認識に着目したプログラム内容を目指
し，構成した。結果，子どもたちの英語の音韻認識に向上が見られ，最終的には，英語の読み
能力を身につけ，主体的に学習に取り組む姿が見られた。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed at improving literacy skills of children with learning 
difficulty by focusing on working memory and phonological awareness. First, I developed a Japanese 
version of Automated Working Memory Assessment (AWMA) in order to assess children’s working 
memory (2009). Second, with the AWMA, I obtained the working memory profiles of 10 LD children 
who belonged to class for children with special need (2010). Finally, I launched a longitudinal study of 
an intervention program in English for the children once a week for 14 months (2010-2011). I organized 
the intervention program by means of trying (1) to avoid memory errors by the children from their 
limited working memory, (2) to understand the characteristic of their working memory profiles and (3) 
to improve their phonological awareness in English. In results, they became capable of reading story 
books in English because of their high phonological awareness in English and became more independent 
learners, successfully. 
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Ⅰ 研究開始当初の背景 
 

 Baddeley & Hitch (1974)によって提唱され
たワーキングメモリモデルは，注意の制御を
担う中央実行系と，その従属システムである
音声情報の短期的保持・処理を担う音韻ルー
プならびに視覚情報の短期的保持・処理を担
う視空間的スクラッチパッドを想定してい
る。30 年にわたる基礎研究の礎をもつワーキ
ングメモリ研究は，近年，学習障害の解明の
糸口を与えるものとして注目を集めており
（Pickering, 2006; Alloway et al., 2006），日本
語・英語の読み書きの躓きに対する教育的介
入として，ワーキングメモリに着目したアプ
ローチは有効であると考えられた。申請者は
これまで，音韻ループの機能の解明（Yuzawa, 
2001; Yuzawa & Saito, 2006; 湯澤, 2000; 湯澤, 
2002)を行ってきており，これらの知見を音韻
ループに着目した研究に活かすこととした。
ただし，ワーキングメモリのプロフィールは，
個人によって異なることが知られており，ワ
ーキングメモリのプロフィールに応じた支
援の方法について検討する必要があった。 
 一方，読み書きに問題のある子どもたちへ
の優れた介入として，音韻認識からのアプロ
ーチ（天野，2006；Santos et al., 2007）がある。
音韻認識とは，音韻操作能力を指し，ワーキ
ングメモリとは独立しているが相互に依存
している（Alloway et al., 2006；湯澤, 2008）。
音韻認識は言語により異なり，当該言語につ
いての高い音韻認識は，音声情報の知覚分析
を促し，ワーキングメモリ内の音声情報をよ
り早く正確に表象させる。音韻認識とワーキ
ングメモリの双方がうまく働くことにより，
読み書きに躓きを示す子どもたちへの介入
はより効果的になると考えられた。 
 そこで，本研究では，学習に困難を抱える
子どもの読み書きに関する能力の向上を目
指し，ワーキングメモリならびに音韻認識に
着目した学習支援の研究を行った。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目標は，ワーキングメモリのプロ
フィールに応じた学習支援のあり方を検討
することであった。 

ワーキングメモリと発達障害との関連は，
近年，指摘されるところであるが，発達障害
の差異やワーキングメモリのプロフィール
の違いが，いかに学習活動に反映されるのか
といった具体的な資料は，収集されていない。
加えて，新たな教科として小学校教育に導入
された「外国語活動」において，特別な支援
を要する子どもたちの学習を，教師がいかに
支援しうるかといった点については，全くと
いってよいほど，明らかにされていない。そ
こで，英語の活動について，長期的な学習を

計画・実施し，個人のワーキングメモリのプ
ロフィールを考慮した環境の構造化・カリキ
ュラムの立案・実施を行い，そこでの子ども
たちの学習態度・成績を，量的・質的に分析
し，その成果を広く公表していくことを目指
した。 
そこで，まず，１２の下位テストから構成

されるワーキングメモリのテストバッテリ
オートメーティッド・ワーキングメモリ・ア
セスメント（以下 AWMA）の日本語版を作成
した（2009 年）。次に，AWMA を用い，子ど
ものワーキングメモリのプロフィールを測
定し（2010 年），次に，英語の活動を週１回，
１４カ月（2010 年～2011 年）の長期にわた
って実施した。 

 
３．研究の方法 
  
①  AWMA の日本語版作成 

AWMA (Alloway, 2007)を出版社者の許可を
得たうえで，日本語化したものを用いた。
AWMA は，ワーキングメモリの 4 つの構成要
素をそれぞれ測定する 3 課題，合計 12 課題
から構成されるコンピュータベースのテス
トである。Table 1 に，12 課題の概要を示し
た。視空間的短期記憶 (SM) と視空間性ワー
キングメモリ (WM) は，英語版そのもので
あった。言語的短期記憶 (SM) と言語性ワー
キングメモリ (WM) は，Counting Recall 以外，
課題を日本語化した。Digit Recall と Backward 
Digit Recall は，英語の数字をそのまま日本語
の数字に置き換えた。Word Recall で用いた単
語は，新教育基本語彙 (阪本, 1984) を参考に
した。小学校低学年レベルの 2 文字名詞単語
を選出し，そこから同レベルに同音異義語を
含むもの (例：雨・飴，川・皮) や昔ながら
の単語 (例：臼・桶) などを削除した。結果，
172 の単語を最終的に課題に使用した (本課
題166刺激，練習課題6刺激)。 Nonword Recall
で用いた単語は，湯澤 (2010) の「附録 1006
非単語の単語らしさ・知覚容易性・発音容易
性」のうち，単語らしさの標準偏差が，0.5
から 1.0のもののうち 130非単語 (本課題 124
刺激，練習課題 6 刺激) をランダムに選出し
た。Listening Recall については，刺激文を日
本語に翻訳した。その際，日本語の場合，熟
知度の低いものや長い発音を要するものに
ついては，同意味カテゴリの別の単語を選ん
だ。また，日本語版リスニングスパンテスト 
(苧阪，2002) を参考に，一文中で記銘すべき
単語を，文末から文頭のものに変更した。日
本語化した課題は，再度，英語に翻訳し，原
著者の確認を受けたうえで，出版社が AWMA
に移植した。 

 
② ワーキングメモリのプロフィールに応
じた英語活動の支援 



 

(1) アセスメント 
特別支援学級に所属し，種々の発達障害の

ある児童１０名の英語のワーキングメモ
リ・音韻的短期記憶能力・日本語の音韻認識
課題を測定した。ワーキングメモリのプロフ
ィールを個人ごとに算出し，学習の方向性に
ついて検討した。なお，活動には，弟妹を含
む 5 名の定型発達の児童も加わった。 
 
(2) 学習スタイル 
３回にわたり参加児の遊び活動の観察を

通して，個人の性格を把握するとともに，学
習スタイルの特徴を把握した。 
 
(3) 学習支援プログラム実施 
英語教師を雇用し，ワーキングメモリ・音

韻意識に焦点化したカリキュラムを週 1 回１
４か月実施した。なお，学習支援プログラム
の実施に際しては，子どもの学習態度・ワー
クシート・学習への関与度について，並行的
に分析することとした。なお，活動の実施に
際しては，英語教師１名・ボランティアアシ
スタント英語教師１名・サポート学生５名・
代表研究者・連携研究者１名がチームとして
取り組んだ。 
 
(4) カンファレンス 
サポート学生と代表研究者が４回集い，全

体カンファレンスを実施した。その際，学習
支援プログラムが各子どもの学習スタイル
にマッチしているのか否かといったことが
検討された。また，子どもたちの学習スタイ
ルを把握する上で，ワーキングメモリのプロ
フィールに加え，発達障害の特性や個人の気
質をも含めた検討が必要な点について言及
があった。「子ども一人一人の理解にもとづ
いた学習支援」の重要性について，共通認識
を行うとともに，活動に参加する一人一人の
子ども理解に努めた。 
英語教師１名・ボランティアアシスタント

英語教師１名・代表研究者・連携研究者１名
によるカンファレンスを毎週実施し，学習支
援プログラムの修正・評価を適宜行った。 
 
(5) 保護者会 
 学習支援プログラム後の３０分程度で，５
回の保護者会を実施した。その際，学習支援
プログラムの経過報告や子どもたちの学習
成果について，フィードバックを行うととも
に，普段の子どもの様子を聞き，子どもの学
習スタイルについて理解を深めた。 
 
(6)子どもの生活に活かす教育 
 本学習支援プログラムが，単なるトレーニ
ングに終わるのではなく，子どもの生活と関
わり，また学習の成果が自信に繋がっていく
こと目指し，通常の学習支援プログラムに加

え，体験型の英語学習のプログラムを実施し
た。具体的には，地域の果物の産地を訪問し，
そこでの体験を踏まえ，「フルーツソング」
を英語で作成し，また，「フルーツパフェ」
の作り方を英語で学んだ。その後，地域の方
や学校関係者，家族・親戚を招き，学習発表
会を実施した。 
 
４．研究成果 
 
① AWMA の日本語版作成 
 児童・生徒・学生を対象とし，その課題の
妥当性が検討された。これまで，本研究以外
のプロジェクトでも，使用されている。 
 これまで，日本におけるワーキングメモリ
のアセスメントについては，WISC などにワ
ーキングメモリ指標が導入されたのをきっ
かけに，臨床現場での知名度は向上した。し
かしながら，（１）WISC が言語性のワーキン
グメモリに限定されること，また，（２）言
語的短期記憶（一時的な情報の記憶）と言語
性ワーキングメモリ（一時的な情報の処理と
記憶）を区別することは難しいことなどが，
指摘されている。今回，AWMA の日本語版の
開発により，それらの問題を克服することが
できるようになった。加えて，海外で実施さ
れてきた研究成果と，AWMA 日本語版で測定
される研究成果を比較することが可能とな
り，研究上の応用可能性が高くなった。ただ
し，ライセンス上の問題が課題となり，現在
のところ，研究上の使用に限られている。 
 なお，AMWA 様のプログラムを実施し，ワ
ーキングメモリの向上を試みたが，成果は得
られなかった（2010 年）。したがって，ワー
キングメモリのトレーニングについては，今
後の課題となった。 
 
② ワーキングメモリのプロフィールに応
じた英語活動の支援 
 
 学習支援プログラムについては，大きく以
下の点を考慮した。 
(1) ワーキングメモリの小ささに由来する

エラーの軽減 
(2) ワーキングメモリプロフィールに応じ

た支援 
(3) 音韻認識に着目したプログラム内容 

 
 学習の進度や子どもの特性に応じ，プログ
ラム内容の構成に修正を加えた。 

本研究では上記の点を踏まえ，子どもたち
のモチベーションを高める学習環境を整備
とプログラムの立案を心がけた。それらの学
習支援の内容は多岐にわたるが，次に，プロ
グラム内容例を挙げ，具体的な学習支援内容
をまとめる。 
 



 

・学習内容例 
1) Sing 
2) Dance  
3) l sound 
4) u sound 
5) o sound  
6) write l 
7) sing 
8) write l,u,o.  
9) quiz time 
10) story time 
 

・ワーキングメモリの小ささに由来するエラ
ーの軽減 
スタッフの発問や促しについては，子ども
たちのワーキングメモリの負荷を考慮し
ながら，短く・簡潔・子どもにとって親密
性の高い言葉を用いることとした。プログ
ラム内容や用いる視覚教材については，視
覚的に構造化して提示した。ターゲットと
なるアルファベットサウンドは，毎回，１
つをターゲットとした。ただし 3 つのアル
ファベットサウンドをスライド方式で学
習を進めた。 

・ワーキングメモリプロフィールに応じた 
支援 
学習するアルファベットサウンドについ
ては，ワーキングメモリプロフィールが視
覚優位の子どもの学習を支えるために，視
覚的カード・なぞり書き用カードの提示，
動作の併用を行った。ワークシートについ
ては，ワーキングメモリプロフィールが視
覚優位の子ども，言語優位の子どもの学習
スタイルを考慮し，3 パターン作成した。
子どもに各時間，ワークシートを選択する
よう求めた。 

・音韻認識に着目したプログラム内容 
英語の音韻認識を促進するために，ブレン
ディング・ファインディングといった活動
を毎回取り入れた。ブレンディングとは，
複数のアルファベットサウンドを連続し
て発話し，一つの単語の音声を学習する活
動であり，ファインディングは，ターゲッ
トのアルファベットサウンドが含まれる
単語が音声提示され，それを答えるなどの
活動である。ブレンディングの活動は，最
終的に，読みの活動にも応用された。 

 
 現在，子どものワーキングプロフィールに
応じて，どのような学習支援内容が効果的で
あったかといった点について，個人の学習状
況に関し，質的な観点を含め分析を進行させ
ている。現在までの成果の概要は以下の通り
である。 
 アルファベットサウンドについては，全て
の子どもが文字と音声を対応づけること，そ
して，それらを筆記することが可能となった。 

 読み能力については，過半数の子どもが，
最終的に絵本を子どもたち自身で読むこと
が可能となった。 
 ワーキングメモリプロフィールの視覚優
位・言語優位の子どもの学習スタイルがあり，
それに応じた支援が，子どものモチベーショ
ンの向上や，学習に対する関与度を高めるこ
とが示された。それに加えて，彼らは自分の
学習スタイルの特性に応じて，課題を選択す
る能力を有していることも示された。例えば，
ワークシートをワーキングメモリプロフィ
ールが視覚優位の子ども，言語優位の子ども
の学習スタイルを考慮し，3 パターン作成し，
子どもたちに選択するよう求めたが，子ども
たちの選択に一貫性が見られていた。つまり，
子どもたちは，自分たちの学習のスタイルに
応じて環境を選び出す能力を有しているこ
とを示唆するものである。 
 
 今後，本研究の内容・成果を『ワーキング
メモリと特別支援』『ワーキングメモリと教
育』（北大路書房）という新書の中で，具体
例を交え，紹介する予定である（2014 年秋発
刊予定）。研究成果の公表を通し，特別な支
援を要する子どもの教育に少しでも貢献で
きるよう今後とも努めていきたい。 
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